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１．は じ め に
北海道では，芝地にケンタッキーブルーグラス
（KB）を利用することが多い。これはKBが踏圧や
刈取りなどの物理的ストレスに強いこと，初期生育
は遅いが生え揃えば密度を高く維持でき，生存年月
が長いためである。また，KBは寒地型牧草で，その
生育は春に再生萌芽とスプリングフラッシュが起こ
り，秋は低温・短日条件下で地下部生長と新分げつ
の発生が促進されて茎数が増加するという特徴があ
る（西村ら，1984）。
造園業界では，芝地造成に対して早期に単位面積
当たりの十分な茎数を確保したいため，大量の播種
や多量の施肥がおこなわれる。しかし，大量に播種
することはKBの茎１本当たりの生育が不十分で，
芝地としての維持年限が短くなることが危惧される
（三枝ら，2002）。芝地の景観を維持し，なおかつ利
便性を良くするためには，頻繁に刈込むことによる
茎数の増加と，肥料の施与，中でも窒素（N）施与に
より芝草の色彩を良好にし，刈取り後の再生を確保
することが必要である。しかし，Nの過剰施与は生
長量の減退や耐病性の低下などをもたらす。芝地に
おけるNの施与量は採草地や放牧地より多いとさ
れているが，好適なN施与量は明らかではない（後
藤，1987；木曽ら，2002）。また，その好適なN施与
量をKBの生育の季節的な特徴に適するようにど
のように年間で配分すればよいかについても明らか
ではない。
本稿ではKB芝地における播種量，刈取り時草
丈，気温，N施与量とその年間の施肥配分などの要
因が，KBの茎数，個体の生育，地下茎および芝地と
しての色におよぼす影響を検討し，それらの結果に
基づいてKB芝地を好適に維持管理する方法を明
らかにする。
２．材料と方法
１)試験-1：刈取り前の草丈とN施与量の影響
（圃場試験-A）
本試験は酪農学園大学実験圃場の造成２年目の
KB芝地（KBの品種：リムジン，以下のいずれの試
験でもすべて同様）で実施した。試験期間は2006年
５月２日から2006年10月27日である。本試験に供
するために，造成段階で播種量をそれぞれ20，10g
 
m??とした２種類の芝地を隣接して造成した（2005
年８月）。前者が芝地業者らの推奨する播種量で，本
圃場試験の播種標準量試験用に供試し，後者は播種
少量試験用に供試した。この２つの芝地それぞれに
刈取り前の草丈処理として，長草区（草丈が10cm
になると草丈３cmに刈取る）と短草区（草丈が５
cmになると草丈３cmに刈取る）を設けた。さらに
この２処理にN無施与区，N標準量施与区，N多量
施与区を組み合わせた。具体的なN施与量は表１の
とおりである。ここでいう標準量とは芝地業者の標
準肥料施与量（芝生用高度化成肥料「スノーユーキ
１号」（N－リン酸（P?O?）－カリ（K?O）－マグネシ
ウム（MgO）＝8－12－10－3％）を年間160g m??）
であり，多量とはその倍量である。なおN標準量区
の P?O?とK?OはN多量区で施与された量と等し
くなるように，過リン酸石灰と硫酸カリウムを用い
て補正した。試験は分割区試験法でおこない，３反
復で実施した。
掘り取り調査は，2006年６月９日，７月28日，９
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月29日の計３回全区でおこなった。掘り取り調査前
に地上部を３cmに刈取り，刈取り後の地上部３cm
の部分をKB部と呼ぶ。20cm×20cm×深さ５cm
のコドラート内の土壌および植物体を採取し，土を
ふり落とした後，水洗して茎数を測定した。その際，
KB部，地下部（根＋地下茎）を切り分け，それぞれ
を70℃で48時間以上通風乾燥し，その乾物重を測
定した。その後，植物体を粉砕して分析に供した。
芝地としての色を評価するために，分光放射計（製
品名 FieldSpecPro，ASD社（USA）製）を用いて
分光調査をおこなった。これは，植物体の波長反射
の強さをセンサで感知し，波長ごとの反射率を測定
するものである。実施回数は2006年の６月26日，
８月25日，10月５日の計３回である。
２）試験-2：KBに対する好適N施与量
⑴ pot試験-1
本試験は2007年５月４日から2007年10月20日
までおこなった。試験場所は酪農学園大学実験圃場
のガラス室である。この試験には内寸30cm×54
cm×高さ11cmのプラスチックコンテナを用い
た。土壌を高さ７cmまで乾土として8.1kg充塡し
た。プラスチックコンテナ内を，アクリル板を用い
て15cm×18cm（0.027m?）に６区に分画した。そ
こに，酪農学園大学実験圃場の造成３年目のKB芝
地から，５cm×５cm×深さ５cmに切り取ったKB
を１区画ごとに移植した。以後，このプラスチック
コンテナを potと呼ぶ。またコンテナ内の１区画を
plotという。
供試土壌は灰色台地土に分類される本学附属農場
の表層土である。刈取りは plotごとにおこなった。
KBの草丈が５cmになると，ハサミを用いて草丈３
cmに刈取った。試験期間中は，水分が制限因子にな
らないよう土壌の水分飽和度が70％となるように，
天候を考慮しながら１日2～3回の潅水をおこなっ
た。潅水には水道水を用いた。N施与の処理は，0，
2，4，8g m??月??相当量（-N区，N区，2N区，
4N区）の４処理とし，試験期間の毎月上旬に施肥し
た。N肥料には硫酸アンモニウムを供試した。なお，
N以外の要素がKBの制限因子にならない様に，
P?O?とK?Oを十分に施与した（それぞれ3.0－2.5
g m??月??相当量）。これに用いた肥料は，それぞれ
過リン酸石灰と硫酸カリウムである。
掘り取り調査は調査期間の毎月下旬に plotごと
でおこない，その後の具体的な土壌や植物体などの
調査方法は上記の試験-1と同様である。なお，根部
と地下茎部は採取量が少量だったため，両者を一括
して地下部として粉砕した。
⑵ pot試験-2
pot試験-1では圃場からKBを切り取り，potに
移植して実験を開始した。しかし，この条件では試
験開始当初は移植したKBの定着期間に相当し，そ
れがその後のKBの生育に影響を与える可能性が
ある。そこで本試験では，あらかじめKBを移植し
た後，圃場で越冬させたKB栽植 potを用いて試験
をおこなった。具体的には以下のとおりである。
2007年９月５日に内寸33cm×54cm×高さ11
cmの底面穴あきプラスチックコンテナ（コンテナ）
の底に防風ネットを敷き詰め，そこへ灰色台地土の
表層土を乾土として8.1kg充塡した。コンテナ内は
アクリル板を用いて６区に分画した。このコンテナ
をコンテナ内の土壌表面と埋設した圃場表面が等し
くなるように圃場へ埋設した。コンテナに酪農学園
大学実験圃場の造成３年目のKB芝地から，５cm×
５cm×深さ５cmに切り取ったKBを１区画ごと
に移植した。その後，降雪まで天候を考慮しながら
水道水で適宜潅水しつつ栽培した。越冬後，コンテ
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表1．圃場試験-Aにおける肥料施与量とN施与量
Ｎ標準量施与区 Ｎ多量施与区
スノーユーキ１号??
施与量
(g m??)
Ｎ施与量
(g m??)
スノーユーキ１号??
施与量
(g m??)
Ｎ施与量
(g m??)
４月 20 1.6 40 3.2
５月 30 2.4 60 4.8
６月 30 2.4 60 4.8
７月 20 1.6 40 3.2
８月 10 0.8 20 1.6
９月 30 2.4 60 4.8
10月 20 1.6 40 3.2
年間 160 12.8 320 25.6
??成分含有率は，N－P?O?－K?O－MgOとして8－12－10－3％である。
ナを圃場から掘り出し，KBを掃除刈りし，コンテナ
内の土壌とKBをともに pot試験-1で供試した底
面に穴の無い potへ移し変えた。もとのコンテナは
底面が穴あきのため，コンテナにKBを栽培したま
まで試験に供試すると，施与したNが試験処理後の
潅水によって溶脱する可能性があり，これを避ける
ための措置である。試験期間は2008年４月25日か
ら７月26日までである。試験場所，処理と調査項目
は pot試験-1と同様である。
３)試験-3：気温の差異がKBの生育におよぼす
影響
⑴ pot試験-3
試験期間，pot，刈取り，潅水は pot試験-1と同様
である。試験場所は本学の大気環境試験装置（コイ
トトロン3S－315A特殊型，以下，人工気象室とい
う）で実施した。気温の処理は日平均気温で10℃（昼
温15℃/夜温５℃），15℃（20℃/10℃），20℃（25℃/
15℃）である。調査項目は pot試験-1と同様である。
⑵ pot試験-4
pot試験-2と同様に移植後，圃場で定着，越冬さ
せたKBを使用した。試験期間，調査項目は pot試
験-2と同様である。試験場所，気温の処理は pot試
験-3と同様である。
４)試験-4：KBの好適N施肥配分（圃場試験-B)
試験期間は2008年４月23日から10月25日であ
る。実施場所は酪農学園大学実験圃場の造成４年目
のKB芝地である。年間のN施与量を28g N m??
y??とし，このN施与量を前提とし，施肥配分を異
にする３処理区設けた。すなわち，芝地業者の推奨
施肥配分で配分した処理（標準施与区），４月から10
月までの７ヶ月間にNを均等施与する処理（均等施
与区），さらに4～6月の春に重点的にN施与する処
理（春重点施与区）である。具体的な各処理区のN
施与量と施肥配分は表２のとおりである。P?O?，
K?OはKBの制限因子にならいように十分に施与
した（P?O?-K?O＝3.0－2.5g m??月??）。N，P?O?，
K?Oはそれぞれ硫安，過リン酸石灰，硫加で与えた。
施肥は毎月上旬におこなった。刈取りはエンジン芝
刈り機を用いて，草丈５cmになると草丈３cmに刈
取った。
掘り取り調査を実施した時期は2008年５月24
日，６月28日，７月26日，８月30日，９月27日，
10月25日の６回である。掘り取り調査は10cm×
10cm×深さ５cmのコドラート内の土壌および植
物体を採取し，その後の処置や茎数の測定，植物体
の切り分け，乾物重の測定は pot試験-1と同様であ
る。
５）分析方法
⑴ 植物体の分析方法
全試験の掘り取り調査において採取した植物体の
Nは，粉砕した試料を硫酸と過酸化水素を用いて湿
式分解し，これを水蒸気蒸留法で定量した。pot試
験-1，-2，-3，-4において刈取った植物体のNも上
記と同様に測定した。
pot試験-3では，KB部の全非構造性炭水化物
（TNC＝total non-structural carbohydrates）を
Smithら（1964）の方法に準じ0.1mol L??硫酸で
１時間煮沸湯浴することで，KB体内の貯蔵炭水化
物であるフレインをフルクトースに加水分解した。
その後，還元糖をソモジ・ネルソン法によって定量
した。
⑵ 土壌分析
pot試験-1の試験終了時の掘り取り調査では，
plotごとに土壌を採取し，掘り取ったサンプルから
ふるい落とした土壌も含めて良く混合し分析用試料
とした。土壌の無機態Nであるアンモニア態N
（NH?－N）および硝酸態N（NO?－N）は，採取し
た原土に100g L??塩化カリウム（KCl）を添加し60
分間振とうした後ろ過し，そのろ液を用いて FIA
（フローインジェクションアナライザ，Tecater社製
FIAstar 5101Thermostaf）で分析した。土壌中の
有機態Nからの無機化量を測定するため，土壌水分
を最大容水量の60％に調節し，30℃に設定したイン
キュベータ（DNE600，ヤマト製）に４週間保温静置
した。保温静置後，土壌に100g L??KCl溶液を添加
し上記と同様にして無機態Nを抽出し FIAで定量
した。この保温静置後の無機態Nを可給態Nとし
た。
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表2．圃場試験-BにおけるN施肥配分の処理
標準施与区
(g N m??)
均等施与区
(g N m??)
春重点施与区
(g N m??)
４月 4.0 4.0 6.0
５月 5.0 4.0 7.0
６月 5.0 4.0 7.0
７月 3.5 4.0 3.0
８月 2.0 4.0 1.0
９月 5.0 4.0 2.0
10月 3.5 4.0 2.0
合計 28.0 28.0 28.0
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３．結果および考察
１)試験-1：刈取り前の草丈の違いとN施与量
の影響（圃場試験-A）
KBの芝地としての色（以下では，単に葉色という
語を用いてこの意味を表現する）は，一般に緑色の
濃いことで高い評価を受ける。この緑色の濃さは
個々の葉中のクロロフィルに由来し，緑色が濃いこ
とはクロロフィルが多量に存在することを意味す
る。このクロロフィルは近赤外線（NIR）を強く反
射する性質を持つ（北海道環境科学センター，2006）。
圃場試験-Aでは，色の評価を分光放射計のNIR反
射率で評価した。調査項目の分散分析の結果，刈取
り時の草丈の違いによる処理とN施与量処理の間
に交互作用が認められなかった。このため，それぞ
れの処理の主効果で検討する。
通年でみると，刈取り前の草丈の違いによる処理
は，ほとんどの項目で特筆すべき効果を与えず，播
種少量試験の短草区のみでNIR反射率が有意に増
加した（表３）。N施与量の処理は多施与条件で，ほ
とんどの調査項目を有意に増加させた（表４）。
N施与処理は茎数の増加に対して大きな影響を
与えた（表４）。播種少量試験でNを多施与すれば，
播種標準量試験のN標準量施与区程度の茎数が維
持された。一方，刈取り前の草丈の処理は茎数に影
響をおよばさなかった（表３）。これは長草区といえ
ども草丈10cm程度までしか生育させなかったた
め，春の新分げつが日射不足により枯死するという
ようなことがなかったためであろう（西村，1992；
佐藤ら，1967）。
個体の生育を示す１茎重は，播種少量試験でNを
多施与することによってのみ有意に増加した。面積
当たりに個体が少ない条件では，茎葉が密集せず，
茎１本当たりのN吸収量が多く，KBの生育が良好
となって１茎重が重くなるのであろう。このことは
三枝ら（2002）の結果とよく一致した。
葉色の評価はNIR反射率でおこなった。葉色の
評価が最も良かったのは，播種少量で造成したKB
を草丈５cmの時に草丈３cmまで刈取り，Nを多量
施与することだった（表３，４）。これは，①播種少
量試験では播種標準量試験よりKB個体当たりで
多くNを吸収することができ，②これにN多施与
が加わると，KB部N含有率がさらに高まり緑度が
増すと考えられること，さらに③草丈５cmの時に
草丈３cmへ刈取ることで，茎葉に含まれる葉緑素
の量が増加する（北村ら，1997）ことなどに起因す
ると思われた。
２）試験-2：KBに対する好適N施与量
⑴ pot試験-1
茎数はNを施与した３処理で７月まで増加した
（図１）。８月にはN施与をおこなった処理区で茎数
が減少した。これは夏枯れによる影響と考えられ（日
本芝草学会，1988），N施与量の多かった処理ほど茎
数の減少が強かった。10月以降は2N区以上の施与
量で茎数が増加した。
図２に示した１茎当たり茎数増加数とは，調査月
の茎数から前月の茎数を引き，その値を前月の茎数
で除した値である。これは前月に存在した１本の茎
から調査月までの間に，どれだけ茎数が増加したか，
すなわち新分げつの発生数を示す値である。KBの
表3．通年における刈取り前の草丈の
高さの違いによる処理の効果
試験 処理 茎数
(本 m??)
NIR反射率
(％)
１茎重
(mg 本??)
播種 長草 26,400? 39? 9?
標準量 短草 26,200? 40? 10?
播種 長草 21,500? 38? 11?
少量 短草 20,700? 40? 11?
表中の異なる英文字の間には有意差あり(P＜0.05)。以下のすべて
の表でも同様。なお，表示した有意差検定結果は，それぞれの播種
量で実施した試験における刈取り前の草丈処理間で比較した結果
である。
表4．通年におけるN施与量の処理による効果
試験 処理
茎数
(本 m??)
NIR反射率
(％)
１茎重
(mg 本??)
Ｎ多量 32,500? 46? 11?播種
標準量
Ｎ標準量 26,100? 41? 9?
Ｎ無施与 20,300? 32? 9?
Ｎ多量 24,500? 45? 14?播種
少量
Ｎ標準量 22,100? 40? 11?
Ｎ無施与 16,600? 32? 9?
表示した有意差検定結果は，それぞれの播種量で実施した試験におけるＮ処理
間で比較した結果である。
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１茎当たり茎数増加数は春に顕著に増加した（図
２）。KB部N含有率はN施与量の多い処理区ほど
高く推移した（図３）。各処理のN収支を比較する
と，2N区と4N区の刈取り部，KB部および地下部
のN含有量はほぼ同等であった（図４）。すなわち，
KBのN吸収に対しては2N区程度のN施与量で
十分であることが示唆された。
７月以降の茎数の推移をみると（図１），N施与を
おこなった３処理区が-N区より有意に茎数を増加
させていることから，茎数の増加にはN施与が重要
と考えられる。さらに N施与量が 2N区 の
４g N m??月??以上であれば顕著に茎数が増加し
た。一方，試験終了後の-N区，N区および2N区で
は，土壌残存可給態Nはほぼ同程度で，4N区にお
いてのみ可給態Nが多く残存した（図４）。したがっ
て，4N区では余剰Nがあり，これが溶脱して環境
に負荷がかかる可能性がある。さらにKBのN吸収
が2N区と4N区では同程度であること（図４）か
らみても，KBの生育には2N区のN施与量で十分
であったと考えることができる。
葉色の評価は葉部のN含有率が2.5～3.5％の間
にあれば良好な色とされている（日本芝草学会，
2001）。それに従えば，2N区と4N区ではKBの緑
度が良好であるといえる（図３）。
以上の結果を総括すると，KBへの好適N施与量
は2N区，すなわち４g N m??月??（28g N m??y??）
程度と指摘できる。
⑵ pot試験-2
本試験では前年にKBを移植し，そのまま栽培し
て越冬させたKBを用いた。pot試験-1で危惧され
た移植後のKBの定着による影響をなくすためで
あった。事実，試験開始時のKBの茎数は200本
plot??と pot試験-1の茎数より明らかに多かった
（図５）。その結果，試験開始時の初期値から５月ま
での間の茎数と１茎当たり茎数増加数（図６）は pot
図1．pot試験-1における茎数の推移
図中の異なる英文字間には有意差があり（P＜0.05），図中で英文字
がつかない箇所は，処理間に有意差なしを意味する。図中の縦棒は
標準偏差を示す。これらのことは，以下の図でもすべて同様である。
図2．pot試験-1における１茎当たり茎数増加数の推移
図3．KB部N含有率の推移
図4．pot試験-1におけるN収支
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試験-1ほど大きな減少傾向を示していない。しか
し，１茎当たり茎数増加数の推移は基本的に５月と
６月の間でやや上昇し，７月にはほぼ０となるとい
う pot試験-1の推移（図２）とほぼ同様の結果で
あった。
したがって，pot試験-1の結果，とくに5～6月に
おける結果には，この期間に移植されたKBが定着
することに起因する影響が多少含まれているもの
の，それが pot試験-1の結果を大きく変化させるほ
どではないと考えられた。
３)試験-3：気温の差異がKBの生育におよぼす
影響
⑴ pot試験-3
茎数は気温の低い処理区ほど増加した（図７）。ま
た，６月以降いずれの処理区でも，ほぼ一定して茎
数が増加した。地下茎部乾物重は６月まで処理区に
よる変化がほとんど認められなかった（図８）。しか
し７月以降，地下茎部乾物重は10℃区＞15℃区＞
20℃区の順に増加した。また，全処理区とも８月か
ら９月にかけて地下茎部乾物重が最も増加し，10℃
区でとくに著しかった。KB部 TNC含有率は気温
の低い処理区ほど高く推移した（図９）。
５月から６月の間の10℃区における１茎当たり
茎数増加数は，他の処理区より有意に多く（図10），
その結果，６月の時点で10℃区の茎数が他の処理区
より有意に多かった（図７）。その後の１茎当たり茎
数増加数に処理間差が大きくないため，10℃区にお
けるこの5～6月の茎数増が10月までの茎数を他の
処理区より高く維持できた要因であると考えられ
る。また初秋である８月から９月間の１茎当たり茎
数増加数も，わずかではあるが10℃区で有意に増加
している。したがって，10℃程度の気温は，15℃や
20℃の場合より茎数増加効果が高いといえる。
地下部の生長は，植物体中の同化産物が蓄積する
図5．pot試験-2における茎数の推移
図6．pot試験-2における１茎当たり茎数増加数の推移 図8．pot試験-3における地下茎部乾物重の推移
図7．pot試験-3における茎数の推移
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ことで促される（西村ら，1984；佐藤・伊藤，1969）。
事実，地下茎部乾物重とKB部 TNC含有率の間に
有意な相関（相関係数ｒ＝0.823??，ｐ＜0.01）があっ
た（図11）。気温が低いほどKB部 TNC含有率が高
くなるのは，呼吸量の減少，刈取り回数の低下や，
KBの再生長量である刈取り部乾物重も低温ほど少
なく（図12），そのため再生長に利用される TNCが
少ないことなどに起因すると考えられる。したがっ
て，地下茎部乾物重を増加させるためには，初秋ま
でにKB部 TNC含有率を高くする必要がある。一
般に牧草の TNC含有率とN施与量との間には負
の相関があることから（熊井・真田，1973），初秋ま
での TNC含有率を高くするには，夏のN施与量を
少なくすることが重要であると思われる。
以上のことから，気温が低いほどKBの生育その
ものは，やや抑制的となるとしても（図12），KBの
茎数が増加することは明らかである。また同時に低
温条件はKB部 TNC含有率を高く維持して，翌年
の茎数増加に寄与する地下茎形成を促すのに重要な
要因であると指摘できる。
⑵ pot試験-4
初期値から５月までの茎数と１茎当たり茎数増加
数は pot試験-3と同様に減少傾向もしくは，微増傾
向を示した（図13，14）。pot試験-3は圃場からKB
を切り取って移植したため，初期値から５月の間は
KBの定着期間として経過し，茎数や乾物重が減少
した可能性があった。そこで，pot試験-4では供試
するKBを前年から準備し，定着させた後に越冬さ
せて試験をおこない，KBの移植による茎数や乾物
重への悪影響をさけて試験を実施した。その結果，
試験開始時の茎数は pot試験-3より多く，このため
図9．pot試験-3における TNC含有率の推移
図10．pot試験-3における１茎当たり
茎数増加数の推移
図11．pot試験-3におけるKB部 TNC含有率と
地下茎部乾物重の関係
図12．pot試験-3における刈取り部乾物重と
刈取り回数 ●：刈取り回数
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pot試験-3のような茎数の大きな変化はなかった。
しかし，本試験の７月までの各月の茎数における処
理間差は pot試験-3と同様であった。このことは１
茎当たり茎数増加数でも指摘できる。したがって，
pot試験-3で危惧されたKBの移植，定着の影響は
無視できないものの，そのことが pot試験-3で得ら
れた試験結果に影響を与えるほどのものではないと
思われた。
４)試験-4：KBの好適N施肥配分（圃場試験-B)
均等施与区の茎数は５月から６月に増加し，それ
以降はわずかながらもほぼ一定量で増加した（図
15）。標準施与区の茎数は初期値（４月）から７月に
おいて緩やかに増加し，８月から９月にかけて顕著
に増加した。春重点施与区の茎数は，６月から７月
と８月から９月の２回にわたり増加した。10月の最
終調査では，春重点施与区の茎数が他の２処理区よ
り有意に多かった。また，１茎当たり茎数増加数は，
春重点施与区では６月から７月間の早い段階と８月
から９月の間にも高まった（図16）。これに対して標
準施与区では８月から９月間の秋期に，また均等施
与区では５月から６月間の春期，それぞれ１茎当た
り茎数増加数が大きく高まった。すなわち，春重点
施与区では１茎当たりの茎数の大きな増加が年間２
回認められたのに対し，これ以外の処理区では年間
に１回しかそれを観測できなかった。
１茎当たり茎数増加数を季節間で検討してみる
と，４月から７月間までの春から夏期間の増加量は，
春重点施与区において他の２処理区より有意に大き
かった（表５）。このことから春から７月までのNの
重点施与は，夏までの茎数の現存量を増加させる効
果を持つことがわかる。一方，夏以降の生長を８月
図13．pot試験-4における茎数の推移
図14．pot試験-4における１茎当たり
茎数増加数の推移
図15．圃場試験-Bにおける茎数の推移
図16．圃場試験-Bにおける１茎当たり
茎数増加数の推移
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から10月までと考えた場合，処理間による有意な差
はなかった。夏から秋は低温・短日条件に向かうた
め，この気象条件の影響を強く受ける茎数は，基本
的に増加傾向にある。それゆえ，この期間にKB芝
地は茎数の増加のために多量のNを要求せず，緑度
を維持できる程度のN施与で十分であると考える
ことができる。
KB部N含有率やNIR反射率で葉色の評価がで
きることは明らかである。しかし，それらは数値で
でるため，直感的に葉色を理解しにくい。そこで葉
色カラースケールの葉色値で色の評価ができないか
と考え，KB部N含有率との相関関係を調べたとこ
ろ，両者には統計的に有意な相関関係（ｒ＝0.910?，
ｐ＜0.05）が認められた（図17）。その結果に基づき，
葉色の評価を葉色カラースケールでおこなったとこ
ろ，５月と７月の各処理間の葉色値に有意差が認め
られた（図18）。葉色カラースケールによるKB芝地
の良好な葉色値というのはこれまで提案されていな
い。そこでここでは実際のスケールの色から判断し，
カラースケール値４もしくは５（マンセル記号で，
前者は5.8GY 4.4/4.8，後者は6.3GY 4.0/4.1）
を良好な値とした。年間N施与量が本試験で用いた
範囲である限り，実際のKB芝地の色はほぼ良好な
値であった。また，春重点施与区のように秋以降に
N施与量を減少させても，芝地として好適な葉色は
確保できた。
以上，これまでの試験-1，2，3の成果を踏まえて
実証的におこなった本試験結果でも，KBの草丈が
５cmになった時３cmの高さに刈取る条件で，年間
N施与量を28g m??とし，このうち4～6月に20g
 
m??まで施与する春重点施与が，均等配分や芝地業
者が推奨する施肥配分よりもKB芝地の茎数密度，
葉色の点からみて良好な結果をもたらすと指摘でき
る。
４．結 論
これまで論議してきたすべての試験結果を本試験
の範囲で総括すると，①造成時の播種少量（10g
 
m??），②草丈５cmの時に３cmの高さに刈取り，③
年間N施与量を28g m??とし，④そのうち20g
 
m??まで4～6月までに施与するという春重点施肥
条件が，KB芝地に対する好適維持管理であると結
論づけられる。
５．要 約
本報では，KB芝地の好適維持管理を明らかにし
ようとした。その目的のために，KB芝地における造
成時の播種量，維持管理段階のN施与量，刈取り前
の草丈，気温，N施肥配分が茎数，個体の生育，芝
地としての色におよぼす影響を検討した。得られた
結果は以下のとおりである。
播種量の異なる芝地（播種標準量＝20g m??，播
表5．季節間で表した１茎当たり茎数増加数(本 本??)
初春－夏 秋
(４月－７月) (８月－10月)
標準施与区 0.38? 0.10?
均等施与区 0.35? 0.14?
春重点施与区 0.61? 0.23?
図17．圃場試験-BにおけるKB部N含有率と
葉色カラースケールの葉色値の関係
図18．圃場試験-Bにおける葉色カラースケールの
葉色値の推移
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種少量＝10g m??）で，刈取り前の草丈２水準（高
草丈＝10cm，低草丈＝５cm）と，N施与量３水準
（無N，N標準量＝12.8g m??y??，N多量＝25.6g
 
m??y??）を組み合わせた圃場試験をおこなった。茎
数，個体の生育，芝地としての色が最も良好となっ
たのは，播種少量で草丈５ cmになると草丈３cm
に刈取り，N多量施与する場合であった。
KBの茎数増加と芝地としての色に好適N施与
量を明らかにするために，N施与量処理４水準で試
験をおこなったところ，KBの茎数の維持と増加，さ
らに芝地の色において好適な年間合計N施与量は
28g N m??（４g N m??月??）と考えられた。
気温がKBの生育と茎数密度におよぼす影響を
明らかにするために，人工気象室内で平均気温を
10，15，20℃に設定してKBの茎数や地下茎の消長
におよぼす影響を調査した。茎数は低温ほど有意に
増加した。地下茎部乾物重は９月の短日条件下で
10℃区（低温）となると顕著に増加した。したがっ
て，短日条件での低温が茎数と地下茎の増加に有効
であることが明らかになった。
これまでの結果を参考にして，KBの茎数の増加
と芝地の色に好適なN施肥配分を明らかにするた
めの実証的な圃場試験をおこなった。その結果，4，
5，6月の春に重点的にNを施与した処理で最も良
好な芝地となった。これは，春の重点的なN施与が
夏までに茎数の現存量を増加させ，さらに茎数や地
下茎の増加に好条件な低温・短日条件下においてわ
ずかなN施与（1.0～2.0g N m??月??程度）でも
茎数がより多く増加することに起因した。また，こ
の施肥配分でのKB芝地の葉色はほぼ良好であっ
た。
以上の結果からKB芝地の好適維持管理は，種子
の量を10g m??で播種・造成し，KBの草丈が５cm
の時に草丈３cmに刈取り，年間N量を28g m??y??
とし，このうち4～6月の春に重点的に20g m??施
与することであると結論づけられる。
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Summary
 
In order to establish good management practices for kentucky blue grass(KB,Poa pratensis L.)lawn with
 
special respect to fertilizer application and cutting management,we carried out several experiments to
 
examine effect of some factors related with keeping good lawn on plant growth,the number of tillers per
 
unit area (tiller density)and color of the lawn. The some factors described above are as follows;sowing
 
rate of the seeds for the lawn,nitrogen (N)application rate during the lawn management,cutting height,
mean air temperature,and N split-application method.
We conducted a field experiment to clarify optimum sowing rate of the seeds for good KB lawn. We
 
established two lawns;one was the lawn where the seeds of KB were sown at a rate of 20 g m??(recommen-
dation level by commercial gardening company groups in Hokkaido)and the other at 10 g m??(half level).
In the two lawns we compared effect of cutting practices and N application rates on the plant growth,the
 
tiller density and the color of the lawn. The cutting practices were two levels;a)the lawn was cut at 3 cm
 
height when the plants height reached to 10 cm,and b)cut at 3 cm when the height reached to 5 cm. The
 
levels of N application rate were 0,12.8 and 25.6 g N m??y??(no application,standard,and heavy rate). The
 
results showed that the half level of the sowing rate was enough to keep better plant growth, the tiller
 
density and the color of the lawn,when the lawn was managed under both conditions of the cutting at 5 cm
 
plant height of the lawn and heavy N application rate.
We set a pot experiment to find out optimum N application rate to maintain high tiller density and good
 
color of the KB lawn. N was applied at four rates,0,2,4,and 8 g N m??month??(-N,N,2N,and 4N)to
 
the pot where KB was grown. The optimum rate for the density and color was 4 g N m??month??. This
 
means that total N application rate per year is 28 g N m??y??,because N is applied at each month from
 
April to October. A pot experiment was also carried out in three growth chambers which could regulate
 
mean air temperature at the level of 10℃,15℃,and 20℃,respectively to evaluate the temperature effect on
 
development of KB rhizome and the tiller density. 10℃ was the optimum temperature to increase in the
 
rhizome and the tiller density.
We also carried out a field experiment to study the effect of the N split-application method on the tiller
 
density and the color of the lawn. The split-application treatments of 28 g N m??y??were as follows;a)
standard treatment that is usually recommended by commercial gardening company group in Hokkaido,b)
even application for the 7 months,and c)our recommendation method based on the results from field and
 
pot experiments(20 g N m??was applied from April to June and the rest was applied from July to October).
Our recommendation method showed the best tiller density and the color of the lawn. In particular the best
 
density was caused by two times of increase in the tiller density;one was due to the heavy application during
 
the spring season and the other was cool temperature after September that can accelerate to increase the
 
tiller density,even though under low level of N application rate that was only 2 g N m??month??from
 
September to October.
From all results described above,we can conclude that the good management practices for keeping high
 
tiller density and good green color of KB lawn are as follows;10 g m??of the sowing rate at the establish-
ment,cutting to 3 cm height when the plant height reaches to 5 cm,application of 28 g N m??y??and the
 
20 g N m??of the total N application rate should be applied from April to June.
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